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国府津－松田断層に隣接する小田原市上曽我竺土寺に見出された露頭
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はじめに

国府津一松田断層は，フィリ ピン海プ

レートとユーラシアプレー トとの境界をな

す断層の一部とされる（杉村， l972）。木断

層は，大磯丘陵の西縁をなす比高200～300

mの断層崖で、ある。

活断層としての国府津松田断層は，神

奈川県 （1982）によって初めに調査が行わ

れた。最近では通産省工業技術院地質調査

所による 卜レンチ調査が行われ，およそ

3000年間隔で活動し， l回の活動で約 ！Om

垂直変位するような活断層である可能性が

指摘された（山崎 ・水野， l999）。

今回，小田原市上曽我竺土寺（ちくどじ）

の国府津一松田断層崖の斜面に断層に直交

する方向のローム層の露頭が見い出され

た。この露頭は，箱根火山の活動史と国府

津ー松田断層の活動史を知る上で貴重であ

ると考え記載し報告する。

図1 調査位置（矢1::1-1)
露頭の位置

今回調査した露頭は， 小田原市上曽我竺土寺境

内の国府津ー松田断層崖の西に傾斜した斜面にあ

る（図1）。国府津一松田断層の走行方向にほぼ直

交する坂道に沿う露頭は，ほぼ30mにわたってつ

づく高さ約2mの崖面で、ある。露頭の海抜高度は

60～70111の間にある。

テフラ

露出するテフラは， 町田（1971）の柱状図を参考

にすると，吉沢ローム層下部のテフラ群にあたる。

調査は，50cmの間隔で崖面にひもを張り（図2),

50cmのマス目を基にして地層の記載をおこなった

（図2,4）。

露頭に現れたテフラを町田（1971）に従い記号
図2 露頭と調査の状況
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図3 吉沢ロームKIP-5層と火山弾の落下痕（bombsag) . 

で示し（図4），以下にテフラの特徴を記載する。

KIP-1・層厚70cmで岩片を多く含んだ暗黄色を主

とした雑色軽石からなり，最下部に灰色軽石質火

山灰を伴う。軽石の最大，平均粒径は50mm,20mm

士で，岩片の最大，平均粒径は70mm,15mm ±で

ある。（最大粒径，平均粒径を以下同様に示す）。

KIP-2：層厚75cm，上部 15～20cmが黒色スコ リア

(12rnrn, 2rnm土）で，下部は，黄～オレンジ色軽

石（20mrn,8mm ±）である。岩片（20mm,8mrn 

±） は少ない。

KIP 5層厚90cm，細粒灰色軽石～軽石質火

山灰（20mm,2mm ±）が縞状に堆積して

いる。噴石による落下痕（bombsag）が認

められる（図3）。

KIP-6・層厚95cm，白ヒゲと呼ばれた最下部

の特徴的な白色火山灰は確認されていな

い。ピンク～オレンジ色の粗粒軽石を含

んだ灰白色軽石 （IOOmm,9mm士）と少量

の岩片（55mm,8 ± mm）からなる。

KIP一7：層厚l30cm，灰白色火山灰の5～8cm

ほどの薄層と 25～33cmの淡灰色軽石

(30mm, l5mm土）層の組み合わせが4回

繰り返された四つ組になっている。

KIP-8：層厚llOcm，ピンク色の粗粒ii珪石を

含んだ白色軽石（90mm,20mm ±） で，最下部

に厚さ30cmほどの青灰色火山灰がついてくる。

露頭東側のKIP四2は撰曲し露頭中央部では陥没し

ている。露頭西側では下位のテフラが現れ西に高

角度で傾斜する。KJP-8の最下部の灰色火山灰およ

びKIP-5は，地滑り性の低角層理面断層によって同

じものが上位にも重なって観察される。

Eコスコリア質火山灰 屋三ヨ 軽石賀火山灰 医豆国軽石 / 断層

図4 露頭スケッチ（A8 C聞の距離30m) 
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断層

露頭に断層が多数観察され，図4中にFの記号と

太実線で示す。露頭東端を基点として位置を記載

すると，正断層の走向 ・傾斜および変位量は，基点

から 13m地点でN-S,70E, N-S,V, 16m地点で

NlOW,82E東落ち 12cm, 26m地点、でN-S,62E,N同S

東傾斜である。露頭南西部には，断層面が不明瞭な

緩傾斜の逆断層が観察される。露頭の中央部に上

位のテフラがあり ，露頭中央部が陥没しているこ

とを示している。露頭の北東部には，隆起した背斜

構造が認められる。テフラの走行傾斜は，基点から

23m地点でN60W,60W, 27m地点でN60W,75Wを

示す。全体に西に高角度で傾斜している（図的。
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